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　14．薄明中の怪光

　大阪府池田町の梶井實信君は，20日の日浸後薄明中の西天に，淡紅色の廣い光を

Skctchされた・上部の仰角約70。，下部は地雫線から数度でスツポリと切れ，薄明で

も雲の反射でもないことは明かである．急1激な攣化があり，18時13分の出現から5分

間全く清失するまで注覗された．日浸後間もなく，且巻雲と積雲とが同時に出現する

時あらはれるのが特徴で，抽象と關係のある現象らしいといふCとである・　（花山急

報第11號，課逓信第18號）

　！5．黄道光課顧問下働要先生の計

　24日急死された中村先生を悼むため・課員一般から感想丈を集め、課通信第16，17，

13の三號にわたってこれを登表した・（花山急報第］．0號）

天六観測上より晃たる門戸市に於ける天氣占卜

　　　　　　　（但し其日の：九時と二十一一時）

紳戸市改幽香鳩
　昭和五年度の天物實況は，天界第十一巻第百十八號に獲表して置きました，

（百六十四頁）其の後，六年度の獲表を怠たって居りましたが，漸く整理をし

ましたから，七年度の分と同時に獲凹いたします．

　符號は総て前回と同様でありますが，新しく御覧下さる諸兄の爲めに，躍

にも再記いたして置きます．委しくは天界第百十八巻を御覧下さい．

　1930－1951年
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天冠観測上より見たる民望市の天氣實況　（改登香鳩）

1931－1952年．
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上表から，襯測可能日数名算えて見ると下表の結果になります・

謂朗 惰・月・解耶月「・月
太陽灘可能磁國22日1・・日1・6・！・卿6日23日121日」

鞭旧風剛1・日

星野寓眞可能日数 10日

日22

15日

17日圃・日15日 ・il18日i13日

圃艸・日1・日圃．・日

7月
・刀國・・月

・日i22日22日1・，・日1

3日

合計

．233日

1・日i15日鞠．176日

　　r
・”i6日18日11E ［93日

太陽襯測可能日籔

贈2月簡［・月齢・・EI

星観測可能日数

星野襯可．能日鍛

23蜘謄・岡・・日

・・日i・6日15日12日i・7日

（1・日［・日ll日・帥・日

1．6日

／2日

日5

・月國・期中

1卿2日両
16日｛・・日

11日

18H

艸・日

1｛）　H

9月

12日

li・月

蹄
刎・37日

・而陣
3日 3日 10日

・167H

194日

　僅か三ケ年聞より記録がないから，纏まった事は申上げられないが，太陽

観測可能の日敷が，此の三ケ年聞はi略ミ同数である事は面白い・併し太陽観

測可能日数が六十五パ1セントよりなく，篇眞可能日敷が二十七パ1セント

よりない事は洵に遺憾の極みであります．（終）
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　　　太陽課よリ
　　　　幹事代理（亀井）

　十一一月分の襯測を御報恥いたしま

す．

　我々太陽襯判者には，黒黒占が現れ

てみないとか，或は甚だ少ないとか

の場合には，それが融然のことであ
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1つても，人間的な得手勝手さから，

一種の淋しみや不満を否定出來ない

事がありますが，然し，極小期に二

ってるながら恰もそれに反抗するか

の如くに突然大黒黙が現れて活動す

　ることなどがあって，意外の消長を

繰返しつS大勢終に女nf可ともなし難

　き極小期のどん底に迄次第に．達する

経過を静槻ナる境地も亦否定出露な

い一種の喜びです．この意味に於て

　　’V’や，理窟っぽい（？）ことはも

う止めませう．

　此刀は悪天氣の不愉快を感じなが
らも，観測は面白く行はれてるるや

うです．素晴しい大黒黙群の出現も

槻測されました・それは17日に略中

央子ギ線上に突点したもので，同日

には極めて小なるものでありました

が，翌18日には實に驚くべき用達を

して，一一rwa大黒黒占になってみたもの

です．そして23日に西廻に浸するま

で活動をつL“けてるました．

　このはげしい攣イヒは直ちi’C三澤氏

からハガキ9〈て急報されました．郎

ち，『極めて急激の登展で過去10年

間中恐らく初めての様に記憶しま

す』と，流石の氏も驚かれた程のも

のでした．

　大阪の熱心家伊達氏より，10刀巾

旬から病氣にて鋏測，來年1，月より襯

測の豫定との御通知がありました・

．「極年のため」の此月の窟眞槻測

は，撮影藪33赦，撮影日数18日，悪

天氣のための鋏測が12日でありまし

た．


